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I!試験目的

昭和4 5年既に発生した労働災害の内容について 前回の昭和3 8年度と冋じように発生の联 

因分析をこころみ,両者を比絞しながら,その間における労働血境の变化にともなう労働災害の 

質的。-;土的左内容を追求し,新しい防止漸を求めるため、この分析を行左うものである。

IH試麥の経過と得られた成果

前年度に引き続き譯細な分析に入った,分析时当って6事槳に分け,その中を中項目としてま

とまり作業:を2 3項目Aした。各項目についてけ

1. 年令別•男女別分頻

2. 経験年数別•刃女別分類

3. 月別•男女別时

4. 災害部位別分類

5. 災害傷病名分類

6受災時の使用器具

7.加害物件の分類

&災害発生経過の分泪

以上の内容紀岐とめ,3 8年度と比較し,その変化について腕じたものである。

「4 5年度酬［林野爭实労働災害分析戒告g」として昭和4 9年12月2 5日,就研7 5 6号 

で林野庁に提出したI

同報告爵内容のー跪 伐木造材作業について分析,域りまとめの内容を示す。

• 世木造材作業の災害分析

伐木造材昧総件敬は3 8年度6 0 4件で澄ったのが.4 5年度Kは•I 9 0件站減少してき 

た。伐倒(かかり木処理を含む),玉切(枝払作楽を含む)に分けると,伐倒では19 4件が 

17 5件に,玉切では4I〇件が315件にと波少した.特此玉切の減少が多くみられるのけ 

全脓集材の普及により,盤台上での足場の良好な所での作菜力以7大したことによるものである。

伐木造材作業の受災時についてみると(表】)伐倒馅では6月が2 3件,次いで10月が



21件,7月が2 0件となっており,造材作業では10月が41件,7月が37件,9月が35 

件となっている。全体的に見ると

4 5年度

1。月(13%) — 7 月(12%) — 9 月(11%) —6 月(10%)

3 8年度

7月(1 5%) -6 月(1 4%) — 9 月丨 0月(各12%)—8 月(11%)

両年度を比べてみても8月け全国的に旧盆絹よる休みカ;多いのと,季節的に暑く左る月でも 

あり•その的後の7月,9目が暖盛期といえよ為 左•蠅年厢用•機城化の普及にXり冬山作 

業も増加しており,3 8年度に比べてその時瑚における災害性増加している。

伐木造材作柴がチューンソー便用にxリ肉佻％働力の軽減:てあったものの•相当髙度な技 

術か妄求される左ど.技術習街に必农な期問が娶求されるので,年令的にはホ堅者力冲心(表 

2 )となることは必然的であろう。

また径骏年放(我3)にして必相当に長い人々が多くみられ,る。3 8年暖雑比べて,年令, 

臺衆年数とも5年位の涇であるが高くなってい由 他の作亲に比べて高令^の侦向け少ない。

これけ伐木危材作矣が高度の技術を身につけをければ出来市いだ雑幻浪技として児理業貝が 

固定しているものと考える。

災害就位納ついて見ると(发4 ),校木作楽:去、よぴ玉切作芥にえ、いては非當に異左る。

•找木修 •

殖(1 9%)一期(1 5%)一足(1 5 %)一面類(11 %)

•玉切作菜

足(29%)—®］(1 4%) 一眼(9%) ー胸(9%)

とあっており,伐倒作英においてけ頭が多く,玉切作％では足に集中している。

災害程変別虻見ると伐木作玄でけ死亡3件で1.7%,血偽が4 5. 7 %,中等傷が3 3.8%, 

斂撫で】7.7%,玉切作案心・、いては死亡け】件で0.3%,重傷か4 2.5%,中巻傷が40.7 

%I軽傷カ:14.9%とあっている。

伐木作業は死亡・期但が玉切イ擬に比べて多くなっている。とく紹死亡にお、いては伐木作衰 

では画 而頭»玉切作業では滇によるものであり,いずれにあ、いても頭部の災??は非常性危険 

であるといえる.

災雲那位田ついて3 8年度と比べる匕

4 5年度

足(2 4 % )一風(1 5 %) 一頭<! 〇%) 一面頸(9 %)

3 8年度

足(2 3%)一回(2 2%)ー胸(11%)一手(1 〇%)

となってなり•4 5年度の足,鷹の災害は3 8年度と同じ頂位であるが凯 手の災害より領, 

而顕の災害が上位Kなって来たことは注葱すべきことである。なぜならば上箔からの落下物に 

よる頭郡,面?Sの衝您による災害は死亡,兩傷につ左がろからで,それがためにも作業前の周 

囲の安全砌が不十分でけ左かろうかと考えられる。

傷病名を見ると(衣5)伐木作業の死亡け挫滅,情折,打塊 玉切f球でけ骨折によるもの 

である。伐木,玉切球を7作して見ろと

4 5年度

切削(2 3 %)一性創(2 2 %)一打換(2 〇%) 一骨折(16%)

3 8年度

切創(2 5 %)一挽創(2】％)一骨折(19%)一打换(19%)

の,頒となり,4 5年度は切負!,骨析の占める比率け減少しているが,撞側,打掬は増加してい 

る。

災害部位と僞病名との側連について見ると足一切創(9%),捌一切創(5%),足ー達創 

(5%),咽ー挫創(4 % ),胸ー骨折(4 % )•贖一打換(4 % ),足一打揆(4先),足 

一骨折(3%),而領一挫削(3幼),限一眠内(3 %)の願K左っている。

以上け伐木,玉切作業の全般にわたって,作業員を本心とした分析であるカ、伐木と造材作 

業でけその修の質的内容の差無からくる所の災害も異なるので.つぎに細匏比ついて両者別 

に分析を行なう。

伐木作業

伐木作業け要素作荣が0多く,极雑行からみ合い左から作業が進められている。技術的に上 

位の作果負けその手頒が非常によく決まっており,非常に少ない要紫作萊の組み含せで材を処 

理している。すなわち合理的な体の動かし方で作業を進めている。

伐木作梨における受災時の便用器:Hについて見ると(我6 )使用器具を持た左い場合の災害 

が多い。例えば蜒時の2 5%,退避歩行中の2 4%,次いで千エーンソ」使用中が21%, 

チ‘ーンソー持歩行が9 %となってわり,実際に器具を使用しているとさは緊張しているせい 

か災害も少ないが,立木が倒れて退避・ナるとき左どは作泉の一段落した心のゆるみが生じて堤 

境に対する配慮が薄らいでいるのではないだろう如



受災したときの加龄件(表7 )についてみると

4 5年度

落下枝(2 4 %)ー伐倒木元口(17%)ーソーチ=ーン(12 %)ー枝条(9 %) 一鉉 

の刃(6%)

3 8年度

伐倒木元口(15%)ーソーチtーン(1〇%)一校(7%) ー轮の刃(7%) 一丸太

(6%)一枯歧(6幼)

の領;てなっている。退避ホと退避歩行時の善下技kよる災害が多く貝られることけ伐木前のV 

備作業,特化退避埸所の選定や,その時の瓊境,上方への注意力;欠けているのでけないかと考 

えられる。

伐木作業の姿素作系との照係をみると(表8 ).退避が2 9%を占めて公り,次いで迫口切 

リが2 9%,かかり木処理が14%となっている。とくに伐倒作業でけ,かかり木処理紹よる 

災害か多いということが當纖のようにいわれているカ;,今回の分析およぴ3 8年度の分析に・、 

いてもかかり木処理にJ:る災害は案外少をい。すなわち3 8年既は18件で9 %, 4 5年度は 

2 4件で14 %となっている。

耍索作業で災害の多い,迫口切り,泄避,かかり木処埠,歩行について,災害発生経i如にっ 

いて見ると(表9),追口切りでは伐倒木の方向変化が8件で5 %,他木の枝の落下が8件で 

5%,次いで枝からみによる他の倒木によるものが7件で4 %となっている。

追口切りにおいて受口の作知不偵,芥よぴ準佃作業による上方の不確砂??忙よるものが多く 

見受けられる。

退避〇ておいては他木の枝落下が2 0件で11%,伐倒木自体の枝落下が8件で5 %などが主 

左るもので,退避時期の;@れ,すなわち伐倒木が相当に傾いてから趣に移るので隣接木の枝 

あるいは自体の枝の落下による災害が多いのではないだろうか。あるいはチ=-ンソーの切所 

速度が早く,退避の時期を失することが多くなったとも考えられる。筆者が我地で見ても切断 

速度が早くなっており,性た受口の作り方がチニーンソーで容易になったためか良く受口を修 

正しているのを見かけるが,このような時に受口の切り過ぎがないか,それ・によって伐倒木の 

方向変更や,倒れ始めが理ったより草く始まるのではないだろうか。なお人力当時は矢を使っ 

て伐倒方向を綢發しながら伐倒したが,現在では余程の大径木でない限り,矢の使用が少なく 

なって怠ている。

かかり木颁!においては伐倒木の枝お、よぴ他木の枝の落下による災害が多い。枝の落下が6
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%を占めている。歩行侏にわいては足がすべったり,引かけたりする災害が多く 4%を占め 

ている。

3 8年度に比べると

•I 5年度

追口切り

方向変化(5幼)一他木の夜落下(5 % ) ー枝からみにXる他の倒木(4 % )

3 8年度

材・かさける(5 %)一方向変化(-1%) ーチェーンソー踞先がふれる(3%)

退避

4 5年應

他木の枝落下(11%)ー伐倒木の枝落下(5%)

3 8锤

方向変化(5鶴)一かかり木となる(4%)ー他木の枝落下(4%)

8造材脉

造材昧は測尺•枝切り•玉切と大きく分けて三つの異質な作樂がお互いの関連のもとに行 

なわれている。伐木慨に比べると作梨内容においては祓雑になっている。しかし最近では, 

全幹材,全木材の果材が多くなったため林地に比べて足場の良い終台上での玉切が多くなって 

いる。

使用器具の分類を見ると(我10),チェーンソーが6 2 %と半数以上を占めており,3 8 

年度は5 2 %であったのJC比べて1〇%も増加している。

次いで斧が18幼で3 8年度の2 〇%に比べて減少している。

災書時の直接加害物件についてみると(我11)

4 5年度

ソーチェーン(31%)一丸太(18%)—斧(14%)ー枝(1】％)ー故枝(4%)

3 8年度

ソ・'チェーン(2 4%) 一丸太(18%) 一斧(15 %)一杖(6 %)の頒となってあ、リ

4 5年度ではソーチェーンおよぴ极Kよる災害が増加している。また加害物として3 8年度は

4 5項目あったガす5年度に咔23項目に滅少している。このことは盤台上での作楽が多くな 

ったために,作業璋免が林地の佈斜地より良くなったことを示すものであろう。

要素作業による分類(表I 2 )をみると.

—9 —



波7 加害物件の分芻

加罟物件 件皇 比率

落 下 枝 •12 2 4.0

元 口 2 9 16.5

ソーチューン 2 1 1 2.0

枝 条 1 6 9-0

ナ タ ! 〇 5.7

転 倒 木 7 •1.0

枯 (0 木 6 3.4

他人の伐倒木 6 3.4

転落全幹材 5 2.9

ゴ ミ 5 2.9

地 義 4 2.3

転 石 4 2.3

末 木 2 1.1

チェーンソー 2 1.1

竹 の 切 口 2 1.1

末 口 1 0.6

ウ ル シ 1 0-6

姿 勢 1 0.6 :

ッ ル 1 0.6
ハ シ ゴ 1 0.6

斧 1 0.6

ト ゲ 1 0.6

伐 根 1 0.6

スコップ柄 1 0.6

ホ-•ルバブクライン 1 0.6

ハ チ 1 0.6

ノ n 間 1 0.6

不 明 2 L1

計 1 75 1 00.0

我8要素作業の和

姿素作業 件敖 比率

主

休

受 口 切

追 口 切

矢 打

退 避

4

50

3

5 1

2.3

2 86

1.7

2 9.1

計 1 03 6 1.7

付

帯

障害木切 

障害除去 

かかり木処理 

根 掘 り 

チューンソ7版 

作業歩行 

そ の 他

6

13

2 4

1

2

1 5

3

3.4

7.4

1 3.8

0.6

1.1

8.6

1.7

at 64 366

余裕 道共とり歩行 1 0.6

不 明 2 1.1

合 計 175 1 0 0.0

表9 災害発生経過の分類

耍泰作業
発 生経過の状況

件数 比率
•一次発生 二次発生 三次発生

追口切り 足がすべリ 転 倒 3 1.7

足塩がぐらつく 1 06

伐倒木の方向の麦化 かかり木となる かけた木の後れ 2 1.1
9 伐倒木の元口はねる 6 34

伐倒木の枝落下 3 1.7

他木の枝落下 8 侦

材回任 2 1.1
材がすべる 3 17

材がさける 1 0.6

9 材がはねる 1 0.6

9 チ=ーンソーがはねる 1 06

チェーンソーカ;はねる 3 1.7

チューンソ』先カ31る チューンソーがはねる 4 2.3

校からみが倒れる 7 4.0

近接作業 他人の伐倒木 2 1.1
鋸 屑 3 17

Bt 50 28.5

退 避 足がすべる 酝 倒 1 0.6
9 9 材がはねる 1 06

足を引かける ■ 1 06
伐倒木の方向変化 かかり木となる 材がすペる④転倒 1 0.6

9 9 伐倒木がはねる 2 1.1

9 材がはねる 1 0.6

かかり木となる かけた木の倒れ 1 0.6

他木枝落下 1 06

伐倒木の枝落下 8 46

他木の枝落下 20 11.4

材回<6 1 06

伐倒木がはねる 3 1.7

材カ:はねる 1 06



要素作業
発 生経過の状況

比率
一次発生 二次発生 三次発生

飛来物・石 4 2.3

渚みはずし 1 06

伐倒木が主索年あたる 

伐倒木と"つる”でから 
みついた隣木が倒れる

ワイヤー亿打たれる 1

1

0.6

06

他人の伐倒木 方向変化 2 1.1

計 51 2也
かかり木処再 足がすべる 1 06

足がすべる 転 倒 1 0.6

伐倒木の方向変化 3 1.7

かけた木の倒れ 材カ:はねる 3 1.7

伐倒木の枝落下 5 2.9

他木の枝落下 6 3/1

我俺木がすペる 2 1.1

坊がさける 材がt!ねる 1 0.6

伐倒方向変る チェーンソー蛙ねる 1 06

ノコ朋飛来 1 0.6

計 24 138

歩 行 足がすべる 1 06

9 眼 倒 4 23

足を引かける 2 1.1

材回転 2 1.1

材がすべる 1 06

枝カ:はねる 2 1.1

踏抜 2 1.1

ハチ 1 0.6

計 15 85

1 2 —

表10使用器貝の分類 波11加害物件の分類

加害物件 狀 蛙

ソーチェーン 9? 3 0.9

丸 太 55 1 7.5

斧 4 4 1 4.0

枝 釜 3 6 11.4

枯 枝 1 4 4.4

木 片 11 3.5

元 〇 10 3.2

地 表 8 2.5

他人の伐俺木 S 2.5

姿 勢 6 1.9

落下枯枝 4 1.3

全幹材 4 1.3

チM ーンソー 4 1.3

ナ タ 3 1.0

小 枝 2 0.6

ロ ー プ 2 0.6

箇 1 0.3

サ ル カ 1 0-3

末 口 1 0.3

鋸 肩 1 0.3

他人の斧 1 0.3

s 册 1 0.3

ハ チ 1 0.3

at 3 15 1 00.0

便用器具 比率

チェーンソー 195 6 1.9

斧 56 1 7.8

歩 行 1 6 5.1

測 尺 11 3.5

退 避 1 〇 3.2

移 動 9 2.9

素 手 8 2.5

ナ タ 5 1.6

ノ コ 2 0.6

玉切確認 1 0.3

不 明 2 0.6

时 3 1 5 1 00.0



4 5磁

チューンソーによる枝払(37%)一玉切

< 2 6%)一斧低よる枝払(2 2%)

3 8年度

玉切(2 8%)一斧统よる枝払(21%)

ーチェーンソーにえる枝払(18%) 

となってかり,チ・ーソソ一忙よる枝払が非 

常に増加している〇附带作業においては歩行 

中の災咨が多く 5 %を占めている。

以上の災害の多い耍素作菜について,その 

作業行動と起因,誘因について見ると(表13), 

まず玉切に治、いては,材の回転が5 %で,材 

の回底が起因となっていろいろの誘因を作っ 

ているのを含めると7%となっている。次い 

でチェーンソーの先が,何かにふれるのが4 

%.枝がはねるが3 %となっている。いずれ 

にしても材が回帳したり,すべったり,さけ 

たりすることによる災告は起因,勝因, 

を含めても11%を占めており,凄たチ=一 

ンソーがはねたり,挟まれたりしたことにょ 

る災害は6 %であり,玉切箇所における材の 

安定および足翘周囲の畏iiiS不+分なことFtよる災害が多い。

斧Kよる枝払いにおいては斧先が何かにふれることによるものが4 %,振りおろしたときに 

手元が狂うことKよるものが5%,振り:fc"ろしたときに力が余って狂うのが3%,およぴ切っ 

た枝がはねてくるのが3%となっている。

チェ"・ンソーによる枝払いでは切った枝がはねるが6 %,次いでチ・ ーンソーカ;はねるが4 

災,切った枯枝がはねるのが3 %となっている。誘因まで含めると枝がはねることによる災害 

が10 %を占めているc次いでチx -Xソーの先が何かにふれることによるものが8%,足場 

としている材の回転によるものが5 %となっている。

歩行においては足がすペる。引っかけることによるんのが多く 3 %を占めている。

表12要素作案の分類

要素作業 件数 比率

刮 尺 14 4.1

主 玉 切 リ 82 2 6.0

校切り(チューンソー) 116 3 6.9

枝切り(斧) 6 9 2 1.9

元口 切り 1 0.3

体 サルカ切り 3
1 

1.0

at 2 85 9 0.5

チニーンソー引抜 2 0.6

板片付け 3 1.0

付 材 回 転 1 0.3

材 整 理 1 0.3

始 動 1 0.3

退 避 5 1.6

歩 行 1 6 5.1

帯 計 29 9.2

そ の 他 1 0.3

合 at 315 10.0.0

波13 災害発生経過の分類

要・作業
発生経過の状況

一次発生 二次発生 三次発生 機 變
玉 切 足がすペる

K

足規がぐらつく

他木枝の落下

材回懐

•

9

材がすべる

■

9

材がさける

9

9

材がはねる

チェーンソーが灯:ねる

チューンソーの鋸先がふれZ
チュー"TS先d挾まれZ

9

9

器物はねる切片

< 枝

ワイヤー

丸太磁

近接作業

転 倒

酝 倒

チH ーンソ-C4S秘胡伝

® 落

材回板

材がすべる

9

［チェーンソーがはねる
!材回佚

r
チKーンソーがはねる

他人の切屑

チューンソーがはねる

チ・ーンソナがはねる

転 倒

•i

転 落

1
4
2
1

15
4
4
6
1
1
1
1
1
2
6

11
3
1
1
3
8
3
1
1

0.3 
13

06 

03 
4.8 
1.3 
1.3 
19 
03 
03
03 
0.3 
0.3 
0.6
13 
35 
1.0 
0.3 
03 
1.0 
25 
1.0
03 
0.3

計 82 260
枝払い

(斧)

足がすべる 

足場がぐらつく

9

材の回転

■9

材がすべる 

斧がはねる 

斧先がふれる 

館先がふれる 

手元が狂う 

力が余り狂う 

器物はねる障害物

・ 枝

伝 倒

伝 倒

手元が狂っ

足場がぐらつく

手元が狂う

9

9

伝 倒

1
1
1
3
2
1
4

13
1 

15 
10

1 
10

03 
03 
03
10 
0.6 
03 
1.3 
4.1
03 
48 
32 
03 
32



妾素作業
発生経過の状況

一次発生 二次発生 三次発生 件数 比室

枝払い 接近作業 他人の伐倒木 5 16
その他 1 0.3

計 G9 21.9
枝払い 足がすペる 2 0.6
(チL,一 ) 足场がぐらつく 2 0.6

9 転 倒 •1 1.3
9 転 落 2 0.6

材回転 9 23
9 眼 倒 4 1.3
• 転 落 3 10

材がすべる 3 10
材が(はねる チ=ーンソーがけねる 2 06
チェーンソーがはねる 12 38

9 9 酝 倒 1 03

チ=ーンソーの先がふれる 1 0.3
9 材がはねる 2 0.6
9 チェーンソーがはねる 22 7.0

チ淑如> 9 3 10
器物はねる源害枝 9 2 06

» 枝 13 58
• 枯枝 10 32

» 枝 チNーンソーカ:技ねる 3 IX)
» 枝 チュ一“-cm 力5 1 0.3

すべる伐倒木 1 0.3
チ=-刀マ温洗カ狭立皿 1 0.3

さける枝 チx-ンソーカ［はねる 1 03
9 9 障害枝さける 急 落 1 0.3

飛来物ハチ ナエーンソーがはねる 1 03
姿 爵 1 03

近凌作業 他人の伐倒木 2 06
チ、 ーンソーが挾註れ チ=ーンソー引抜き 転 落 2 06

計 116 368
歩 行 足がすペる 転 倒 5 16

足を引かける 転 倒 5 1.6
材がすべる 3 1.0

9 足元がく•らっき 斯 倒 1 03
チX-Xソー磷^法溥!る 1 03
目にゴミが入る 1 0.3

1
計 16 5.1 |

6

次に3 8年度の内容と比較してみると

玉切

I 5年度

材の回伝(7 %)ーチ=ーンソーの先がふれる(4%) 一材・かすペる,枝がはねる(3%)

3 8年度

材がすべる(6%) 一材の恒!転(4%) —チ=ーンソーの先がふれる(3 %)

斧による枝払

4 5年度

手元がタi9(5%) ー斧先がふれる(4 %) 一力が余る«枝がはねる(3 % )

3 8年度

斧先がふれる(4 %)一手元が狂う(3 %)一力が余る(3 %)

チェーンソーによる枝払

4 5年废

枝はねる(1〇%)ーチューンソーの先がふれる(8 %)ー材の回耘ぐ 5 %)

3 8年度

チェーンソーの先がふれる(5 %)ー枝がはねる(3%)一材の回板(2%)

以上の噸となっている

•まとめ

以上報告書の内容に・て一部を紹介したが,中項目2 3についてー佑,上記©52x£内容で 

進めて来た。

各項目の代农的なものについて述ペると,

育苗作業时わいては苗畑関係の各種薄械操作中の災害が多い,地捂相においては手刈では 

刃物の切れ味がわるいために対象物からすべることや,刃物を使うと在に周囲の障害物に心を 

くばり十分に除去しないため忆治、こる災害,湛手に!る极条の片付けでは枝条のはねかえり, 

判断の族りから力を入れすぎた結果からの受災が多い。機械による地搖ではメ肱機の操作不馴 

れから二段切り忙より刈払物の飛来,機械が何かにふれて思わぬ校釜のはねや機械のはねたり 

する反動によるものが多く,いわゆる堤境の聲俯が悪いか,判断の甘さからくる災害が多い。 

楸付作業・においては転倒,伝落小故が多いが作業行動を起す以前区おける環境の確認,判断の 

不徹底によるものが多い。下刈作業においてはハチ,ウルシ’マムシなどの災害も多いが,力 

マによるものが多い。カマを払いながら】歩1歩と足を進めて行く作業のため忙,手と足のり



ズムが良く一致してはじめて安全な作業が出来るのであって,例えばカマが他物にふれて手元 

が狂い,カマ振りのりズムが$£ったり,また足かすペって足のリズムが狂ったりするときに災 

害が:fc«こる可能性は大いにある。両洗のリズミカルな作業を行なっているごく短時間に,眼が 

環境状況を判斷しなければならないために,ハチとかマムシ,ウルシなどの判別が出来ても, 

動作を途中で停止あるいは方向変換するなどは非常にむずかしいために,これらから災咎も受 

け易いであろう。機械による下刈作業ではほとんど地招澱と同じである。つる切り,除伐作 

業については地痔,下刈作業を一諸にしたような災害が多く見られる。伐木造材作粟につい・て 

は例示した通りで名略する。集材機作業について述べると一般的に作業基準の普及徹底が計ら 

れた点,災害そのものは3 8年度忆比べて少なくなっているが,基博にあまり明記されていな 

い行動災害が多い。例えば歩行中とか足場の疏保が不十分であったような災出が多い〇また荷 

掛け,荷卸しにおいては退避の不十分とか退避中に材の珍動状況•ワイヤロープの動きなどを 

見ていなかったというような災害が多い,盤台,巻立作柔について兒るとトピ,ツルによる木 

扱い,啊に手工具の敬5,使用法などの基礎的な玫育の不微底による災害が多く見られる。最 

後に交通毋故カ哆くなって来て治り,本人の自覚もさることながら,その対策は早急にたてる 

必装があろう。

— 18 —

森林施業体系因子の総合検討


